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本論文は以下の6章よりなる.第 1 章では,小形化,幌量化が要求される電子機器などの落

下衝撃による損傷を防.止する力策として,衝撃を低減するための緩衝材と{"て樹脂発泡フィル

ムが適用されているが,機器に耐征N登性を付与するための発泡フィルムの材料選定に必要な信

頼性の高い試験方法および評価方法が確立されていないことを指摘している.そこで,圧縮強

度が高いとされているアクリル樹脂発泡フィルムを対象として,発泡フィルムの衝撃低減効果

を評価する簡便な試験方法を提案するとともに,測定される結果に基づいて衝撃荷重の低減効

果・エネルギ吸収弔汁生と発泡フィルム特性との関係について明らかにすることを目的としてぃ

る.第2 章では,アクリル樹脂発泡フィルムの基本的な力学的特性である動的圧縮変形挙動を

スプリット・ホプキンソン圧力棒法により測定し,その結果,単位体積当たりのエネルギ吸収

量を発泡フィルムの窟度の一次関数として表すことができることを明らかにしている.第3 章

では1商撃荷重の低減効果および征"登エネルギ吸収量を測定するための落球試験方法を提案し,

アクリル樹脂発泡フィルムに球が衝突したときの衝撃荷重および衝撃エネルギ吸収量を測定し

ている.その結果,厚さ200μm のアクリル樹脂発泡フィルムによっても最大荷重を60 %程座

減少させ,球の初瑚エネルギをほぽ吸収することを示している.第4 章では,発泡フィルムが

緻密化するような大きな衝撃荷重が作用したときの荷重低減効果およびエネルギ吸収性能を評

価するための幣錘試験方法を提案し,アクリル樹脂発泡フィルムについて測定を行っている

発泡フィルムが厚くなるほど,最大荷重を減少させ,荷重負荷時闇が長くなることを明らかに

している.第 5 章では,祠1什生の低い機器に対する征N強荷重の低減効果を明らかにするために,

アクリノレ樹脂発泡フィルムを付着したはりの衝樂三点曲げ試!験方法を提案している.その結果,

剛性の低い構造に対しても,アクリル樹脂発泡フィルムにより衝撃荷重を減少させることが可

能であることを示している.第6 章では,本研究全体の結果を総括するとともに,今後の研究
の展望を述べている

文内容 の 要

本論文は,電子機器の落下衝撃による損傷を防_止する目1杓で衝撃緩衝材として使用される樹

脂発泡フィルムによる征N暫竒重の低減効果について芳察を行っている.発泡フィルムの力学的

特性,特に動的圧縮変形特性の測定は,従来から困鄭辻されていたが,これに対してスプリッ

ト・ホプキンソン圧力棒法による計測が可能であることを実験データに基づいて示してぃる

特に,高い圧縮強度を有するとされているアクリル樹脂発泡フィルムの基本的な力学的特性で

ある動的圧縮変形特寸生を1劣らかにし,単位体積あたりの吸収エネルギ量が密度の一次関数で表

されることを見出している.さらに電子機器においては,開発・設計期問の短縮化に伴って,

適切な衝撃緩衝材を選択するための簡便な試験および評価方法が求められており,それに応え

るために落球試験方法および落錘試験方法を確立し,その妥当陛について実験的に検証し,さ

らに機器の剛性力阿氏くJ仙げ変形を伴うような場合を想定して衝撃三点曲げによる試験方法を

も提案している、それらの試験結果から得られる衝撃荷重の低減効果および衝撃エネルギ吸収

の評価力Υ去を示している.アクリル樹脂発泡フィルムの試験,評価を行い,数百μm以下の厚
さの発泡フィルムでも10kN以上の衝撃荷重に耐え低減することが可能であることを実証する

とともに,フィルム厚さ,密度などのフィルム特性と徑N登低減効果衝撃エネルギ吸収との関

係を明らかにして,工学的および工業的に有用なデータを提供してぃる

以上により本論文は,アクリル"判旨発泡フィルムの衝撃荷重低減効果を明らかにするととも
に,簡便な発泡フィルムの試験方法および評価方法を提案しており,工学ヒならびに工業上貢
献するところが大きい.よって本論文は,博士(工学)の学位論文として,十分な価値があるも
のと認められる
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